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◇ 9月 14 日～16 日 岡山大学津島キャンパスにて 71 年会が開

催されますが，会員の皆さんは参加されますでしょうか？　

5月開催の討論会に続き対面開催であるため，関係者と意見

交換を行い，懇親を深める絶好の機会と思います．筆者は原

稿執筆の時点では参加する予定です．

◇さて，今月号のミニファイルでは衛生と安全をテーマに，局

所排気装置の適切な取扱いについて取り上げています．普

段，何気なく使用している局所排気装置ですが，使用方法が

不適切な場合，有害蒸気，粉塵を吸引することになり，健康

を害する可能性があります．筆者が経験した状況をご紹介し

ますと，十数年前になりますが亜硫酸水素ナトリウム溶液の

容器を開封したときに蒸気を吸引して数秒間呼吸ができなく

なり非常に困惑したことがあります．局所排気装置を稼働さ

せてはいたのですが，排気口から試薬瓶までの距離が適切で

はなかったためにこのような事態になりました．その後，体

調に異常はなく，今も老化による影響以外，体調は問題あり

ません．自身の衛生と安全を確保した状態で実験を行うよ

う，皆様もご注意いただければと思います．

〔K. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

生きた証 田中秀治

〈入門講座〉　地球環境問題へのとびら

水質汚染（湖沼）閉鎖性水域の富栄養化など 宮原裕一

〈解　　説〉　　

異物分析における熱分解ガスクロマトグラフィー 

質量分析法の活用 木下健司

〈ミニファイル〉　衛生と安全　

化学防護手袋の耐透過性をふまえた適正使用 田中　茂

〈話　　題〉　　

微小領域の温度を視る─細胞挙動から生命現象まで─ 

 井上高教
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